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第 3 号
平成 9 年 1 0 月 1 日

啄
木
・

賢
治
も

〝参
加
〟
し
て

第

28
回
総
会
開
か
れ
る

去
る
五
月
十

三
日
に
、
東
京

、
原
宿

の
東

郷
記

念
館

で
恒
例

の
在
京
白
堊
会

総

会

が
盛

大

に
開

催

さ

れ
ま

し
た

。

本
年

は
、
第
28
回
目
を
迎
え
、
昭
和

四

〇
年
卒

の
皆
様

に
幹
事

の
労

を

い
た

だ
き

ま

し
た

。
当

日
は

盛
中

、

一
高

の

卒

業

生

が

二
五

三
人

集

ま
り

ま

し
た

。

総
会

は

、
六

時

に
開
会
宣

言

し
全
員

で
校
歌

斉

唱
。

物
故
者

へ
の
黙
疇

の
あ

と

、
盛

岡

か
ら

の
来
賓

と

し

て
、
高
橋

忠
孝
盛
岡

一
高
教
頭
と
八
角
正
司
白
堊

会
副
会
長
か
ら
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

続

い

て
、

在
京
白
堊
会
の
及
川
昭
伍
会

長

が
会
務

報
告

の
あ

と

、
事
務

局

か
ら

前年度の活動・会計などが報告され了承されました。

総会議事を終えて、舞台で力
いっぱいの鏡割りと乾杯が行われて大宴会がはじまりました。当日のメーン・イベントとして、昭和四〇年卒の野口さんによる宮沢賢治の詩「チャグチャグ馬っこ」の朗読と盛岡から駆けつけた池野さんによる「初恋」「やばらかに」などの石川啄木の歌のソプラノ独

唱
が

披
露

さ

れ
、

会
場

は

盛
岡

の
ム

ー

ド

い

っ
ぱ

い
。
会

場

で
は
、

旧
交

を
暖

め

る
光

景
が

あ
ち

こ
ち
み

ら

れ
、

2
時

間

半

の
予

定

時
間

が

あ

っ
と

い
う

間

に

す

ぎ

、
応

援

歌

の
放
吟

の
あ

と
、

次
年

度

幹

事

へ
の
引

継

式

で
バ

ト

ン
タ

ッ
チ

を

し

て
来

年

の
再

会
を

誓

い
ま

し

た
。

昭

和

四

〇
年

卒

の
み
な

さ

ん
、

大
変

ご
苦
労
様
！

在
京白堊会年次幹事

昭
和
十
七
年
卒

昭
和

二

八
年

卒

昭
和
六

三
年
卒

平
成
元
年
卒

平
成
四
年
卒

平
成
五
年
卒

平
成
六
年
卒

平
成
七
年
卒

（
追
加
・

修
正
）

小
綿

恭

一

川
村

伶

菊
地

拓

高
橋

雪
文

野
崎

俊
剛

清
水
畑貫彦

千
葉
英
由
紀

日
山

渉
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野

村

胡

堂

の

人

徳太

田

愛

人

（
昭
和

二
〇
年
卒
）

私

は

一
昨

年

か
ら

盛
岡

タ
イ

ム

ス
に

毎
週

一
回

「
野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す

抄

」
を

連
載

し

て
い
る

。
九

月

で

一
六

〇
回

に
な

る

の

で
四
百

枚
を

越

え

て

い

る

が
、

い
ま

だ

に
銭

形

平
次

執

筆

の
時

期

に
達

し

て

い
な

い
。

多
分

千

枚

近

い

原
稿

に
な

る

で
あ

ろ
う

。

五
年
前
、
朝

日
新
聞
岩
手
版

に
「
新

聞
人
・

佐
藤
北
江
」
を
週

一
回
連
載
し

た

が
、

こ
れ

は
昨

年
ま

と

め

て
恒

文
社

か
ら

「
石
川
啄
木
と
朝

日
新
聞
」
と
題

し

て
出
版
し
た
。
北
江
は
盛
中
第

一
回

生

と
し

て
入
学

し

た

が
、

病
気

の
た
め

中

退

し

て

い
る
。

後
年

、

東
京

朝

日
新

聞
社
に
発
足
当
時
か
ら
加
わ
り
、
名
編

集

長

と

う
た

わ

れ
、

貧

困

の
た
め

窮

し

て
い
た

啄
木

を
入

社

さ

せ
た

人
物

と

し

て
知

ら

れ

て

い
る
。

北

江

伝

を

書

い

て

い

る

う

ち

に
わ

か

っ
た

が
、
啄

木
だ

け

で
な

く
野
村

胡

堂
も
田
子

一
民
も
新
聞
記
者
志
望

で
北

江
を

訪

ね

て

い
る
。
も

し
、

明
治
末

期
、

北
江

の
下

に
啄
木

、
胡

堂

、

一
民

ら
が

朝

日

に
集
ま

っ
て

い
た
ら

面
白

い

こ
と

に
な

っ
て
い
た

で
あ

ろ
う

。
原
敬

は

こ

の
風
潮

を
見

て

「
北

江

に
か
ぶ

れ
た
青

年

た
ち

」
と

書

い

て
い
る

。
そ
れ

ぞ
れ

が

志

を

抱

い

て

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

の
世

界

に
加

わ

ろ
う
と

し

て

い
た

の
は
、
薩

長

閥

へ
の
対

抗
意

識

の
た

め

で
あ

っ
た
。

胡
堂

は
盛

中
同

級
生

の
紹

介

で
報
知

新

聞

に
入

る
が

、
後
年

「
朝

日
で
な
く

報

知

に
入

っ
て
よ
か

っ
た

」
と
洩

ら
し

て
い
る
。

記
者

に
対

す

る
規
制

が
ゆ

る

く

、

自
由

に
書

く
機

会
を

得

る

こ
と

が

で
き

た
か

ら

で
あ

る
。
実

際
、

社
会

部

長

、

学

芸

部

長

の
肩

書

よ

り

も

、

レ

コ
ー

ド
評
論

家
あ

ら

え
び
す

、
作

家
胡

堂

の
方

が
多

く

の
人

々

に
知

ら

れ
、
生

涯

、

一
人

三
役

の
活
動

を

し
た

男
と

し

て
尊
敬

さ
れ

た
。

三
六

三
作

も

「
銭

形

平
次
捕
物
帳
控
」
を
書
き
続
け
た
才
能

は
、

一
朝

一
夕

に
し

て
身

に

つ
い
た
も

の

で

は

な

い

。

改
め

て
胡

堂

の
生
涯

を

調

べ
て
み

る

と
、
今

ま

で
に
わ
か

ら
な

か

っ
た

こ
と

が
次

々
に
出

て
き

て
人

物

の
奥

の
深

さ

が
少

し
ず

つ
わ

か

っ
て
き

た
。

盛
中

一

年
を

二
度

く
り

か
え

し
浪

人

二
年
を

経

て

一
高

に
入
り

、
卒

業
近

い
の

に
法

学

部に興味を失い、授業料未納で退学と、マイナス材料が続く。逆にそれが起爆力になって未開拓の分野に進出し、弱者の側に立つ平次の心意気を貫いていく。今日まで野村財団が奨学制度を四十年近く続けられ、多くの学者、芸術家、教師らがこの無返済奨学金の世話になっている。特に後輩の盛岡一高卒業生に受益者が多いらしい。銭形平次の投げ銭が形を変えて社会に投じられていたのだ。この人の徳を偲ぶよすがとして紫波町に「野村胡堂・あらえびす記念館」が一昨年建てられたので是非訪問してもらいたい。

書
斎
の
野
村
胡
堂
（
野
村
胡
堂
中
あ
ら
え
び
す
記
念
館
提
供
）

が
ん
ば

っ
て
ま

す

森知美（昭和63年卒）

森

さ

ん
は

、
盛
岡

一
高

一
年

在
学

中

に
第

五
十

五

回
日
本

音
楽

コ
ン
ク

ー

ル

に
入

選

し

て

以

来

、

ピ

ア

ニ

ス
ト

の

道

を
歩

ん

で
い
ま
す

。

東
京

芸
術
大
学

に
入
学
後

、
ベ
ー

ト

ー

ベ

ン
国

際

ピ

ア

ノ

コ

ン
ク

ー

ル

へ

の

第

四

位

入

賞

や

シ

ョ
パ

ン
ピ

ア

ノ

コ

ン
ク

ー

ル
の
日
本

代
表

に
選
ば
れ

る
な

ど

活
躍

し

て
い
ま
す

。

同
大
学

院
修

了
後

、
新

日
本

フ

ィ
ル

や
東
京
都
交
響
楽
団
と
の
協
演
・
リ
サ

イ

ク

ル
な

ど

を

行

っ
て

、

ソ

ロ
と

し

て

の
期

待

を
集
め

て
い
ま
す

。
私

た
ち

も

世

界

に
羽
ば

た
く

若

い
後

輩

の
活

躍
を

応

援
し

た

い
も

の

で
す

。

＜

編
集
部
よ
り

＞

太

田
愛

人

（
あ

い
と
）

さ

ん
は

、
現

在
横

浜

で
教

会

の
牧

師
さ

ん

を
勤

め

る

か
た

わ
ら
、

執
筆
活

動
や
幼

児
教
育

（
か

つ
て
は

幼
稚

園

長
も

）

に
携

わ

る

な

ど
幅

広
く

活

躍

さ
れ

て
い
ま
す

。

と

く

に

「
辺
境

の
食
物

誌

」
な

ど
岩

手
の
伝
統
的
な
食
生
活
や
、

「
石
川
啄

木

と

朝

日

新

聞

」

で

盛

岡

中

学

の

ジ

ャ
ー

ナ
リ

ス
ト
群

像
を

紹

介
し

た

著

作

は

一
読

の
価
値

が
あ

り
ま

す
。

ま
た
、
在
京
白
堊
会
の
年
幹
事
も
お

願

い
し

て
い

る

こ
と
も
申

し
添

え
ま

す
。
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白組大将 と赤組大将の入場

1 年 生 は 全 員 モ ヒ カ ン 刈 り

創
立
一
一
七
周
年
運
動
会
よ
り

（平
成
九
年
五
月
十
三
日
）

「 ノー ナマ ニ サ パ ヤ ンプ リマ ～ 」

ノポ リを立 て て騎 馬 戦 へ
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故

郷

加

藤

文

也

（
昭
和
四
十
五
年
卒
）

生

ま

れ

故

郷

の
岩

手

を

離

れ

て
生

活

す

る

よ
う
に
な
っ
て
大
分
た
つ
が
、

私

の
郷

里
意

識

に
は
格

別

の
も

の
が
あ

る
ら
し

い
。
横

浜
生

ま

れ

の
要

は

何
故

岩
手

が

そ

ん
な

に

い
い

の
か

不
思

議
が

る

が

、

い

い
も

の

は

い

い

と

し

か

言

い

よ

う
が
な

い
。
そ

ん
な

こ
と
も

あ

っ
て

か
、

郷

里

に
深

い
愛

着

を
持
ち

続

け
た

二人の詩人－啄木と賢治－に

は

強

い
親
近

感
を

持
ち

続
け

て
い
る
。

先
月
、
入
学
三
十
周
年
の
同
期
会
が

盛

岡

で
開
か

れ
、

久

々
に
懐

か
し

い
友

と
会

い
、

た

の
し

い

一
時
を

過
ご

し

て

き

た
。

多
様

な
分

野

で
社
会

の
中

堅

に

な

り

つ

つ
あ

り
、

多
く

の
刺

激
を

受
け

る

こ
と
が

で
き

た
。

郷
里

意
識

の
強

さ

は
、

わ
が

友
人

そ
れ

も
特

に
故

郷
を

離

れ
た

者

に
は
共

通

の
も

の

で
、

私
だ

け

が

異
常

で
な

い

こ
と

を
知

り
安

心

し
た
。

盛

岡

の
中
学

校

の

露

台

（
パ

ル

コ

ン
）

の

欄

干

に
最

一
度
我

を
倚
ら
し
め

と

い
う

心
境

で
あ

っ
た

。

不
来

方
城

（
盛

岡
城

）

の
側

に
あ

っ

た

図
書

館

に
賢
治

の
大

き
な

写
真

が
掲

げ

ら
れ

て
あ

っ
た

。
当

時
何

故
あ

ん

な

悲

し

い
目
を

し

て

い
る

の
か

不
思

議

に

思

っ
た

の
を

覚
え

て
い
る
。

そ

れ
か

ら

生

き

て

い
く

こ
と

の
喜

び

や
悲

し
み

に

接

す

る
中

で
、
あ

の
写
真

の
賢
治

の
思

い
も

少

し
ず

つ
わ
か

っ
て
き

た

よ
う
な

気

が
す

る
。

そ

ん
な

思

い
を

持

っ
て
賢

治

の
童

話
を

読

み
直

し

て
み
る

と
、

そ

れ

に
込

め

た
賢

治

の
願

い
が
痛

い

ほ
ど

伝

っ
て
く

る
。

私

も

人

の
悲

し

み
や
喜

び

に
深
く

共

感

で
き

る
よ
う

感
性

を
新

鮮

に
し

て
、

新

し

い
問

題

に
対
応

で
き

る
よ

う

に
し

た

い
と

思

う
。

盛
岡
ふ
る
さ
と
会

の
ご
案
内

（
十
月
九
日
）

「 チ ャグ チ ャ グ馬 っ こ」 の 大行 列

（ 6 月 8 日 盛岡市）

盛
岡

ふ
る
さ
と
会
は
、
盛
岡
市
や
在
京

の
同
窓
会
や
同
郷
会
等
の
皆
様
の
御
支
援

に
よ
り
会
員

の
親
睦
と
市
勢

の
発
展
等
を

目
的

と
し
て
平
成
八
年
九
月

二
七

日
に
設

立

し
ま
し
た
が
、
本
年
度
も
下

記
に
よ
り

会
員
、
盛
岡
市
長
や
関
係
者
多
数
に
よ
り

総

会
・

懇
親

会

を
開

催

し
ま

す

の

で
ふ

る

っ
て
ご
参
加
下

さ

い
。

な
お
、
盛
岡
ふ
る
さ
と
会

の
会

長
は
、

本
会

の
及
川
昭
伍
会
長
が
務
め

て
い
ま
す
。

平成 9 年度総会・ 懇親会開催 日時

平成 9 年 10月 9 日（木）午後 6 時30分か ら

会場
東京都新宿区西新宿2－2－1 TEL 3344－0111

京王プラザホテル商館 5 階 エ ミネ ンス

（J R 新宿駅西 口徒歩約 6 分）

会費

男性 1 万円 女性 8，000円

連絡先
盛岡市東京事務所 内
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盛 中 2 年の石川啄木

（ 後列中央、明治32年）

盛中 1年 の宮沢だ冶

（明治42年 4 月 ）

（
写
真
は
、
「
白
堊
校
百
年
史
」

よ
り
転
載
し
ま
し
た
）


